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　第15回全国障害者スポーツ大会は、全国に和歌山県の魅力を強くアピールし、
「空青し　山青し　海青し」と謳われる自然あふれる『紀の国わかやま』で出会
い、共に楽しめることを喜び、障害のある人もない人も参加者みんなで一体となっ
て創りあげ、互いの絆を深める大会を目指し、次の３つを基本方針とします。
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　主催者は、厚生労働省、公益財団法人日本障害者スポーツ協会、和歌山
県、開催地市町及び関係団体とします。　　
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　大会日程は、できるだけゆとりあるものとし、選手に負担をかけない大会
の実現を目指します。
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　実施競技は､公益財団法人日本障害者スポーツ協会が定める「全国障害者スポーツ
大会競技規則」に基づき、個人競技及び団体競技合わせて１３競技とします。
　また、競技運営は、公益社団法人和歌山県体育協会等の協力のもとに、関係競技団
体がそれぞれ主管します。
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　開・閉会式及び競技の会場は、円滑な式典・競技運営や、宿泊・輸送等の利
便性を考慮した施設とします。
　使用施設は、「紀の国わかやま国体」で使用された施設などを活用し、障害
のある人に配慮した会場とします。
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　全国から参加する選手が、快適な環境で競技ができるよう、競技役員等の養
成を行うとともに、ユニバーサルデザインに配慮した会場づくりを進めるな
ど、円滑な競技運営を図ります。
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　式典は、大会スローガン『躍動と歓喜、そして絆』に表現されるように、ス
ポーツを楽しみ、身体いっぱいで表現し、ここに出会えたこと、共に楽しめるこ
とを喜び、障害のある人もない人も参加者みんなで一体となって創りあげ、互い
の絆を深めるものとします。
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　大会参加者の宿泊施設の確保と環境整備に努めるとともに、大会参加者及び
観客の医事・衛生に万全を期します。
　また、大会参加者及び観客の安全かつ円滑な輸送を行うよう努めます。
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　県民一人ひとりが「紀の国わかやま大会」に自発的に参加できる仕組みを構
築し、県民総参加による“和歌山らしい”大会の実現を目指します。
　また、県内各地で展開する創意工夫を凝らした運動が、大会後においても地
域に定着し、地域の活性化が図られることで、未来に羽ばたく元気な和歌山づ
くりを推進します。
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　大会参加者を温かくもてなす大会運営ボランティアをはじめ、手話や要約筆
記等の専門技能を持つ情報支援ボランティア、選手団と行動を共にする選手団
サポートボランティアなど多様なボランティアを計画的に養成します。
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　大会を広く周知し開催気運を盛り上げるとともに、感動あふれる大会となる
よう、積極的な広報活動を展開します。
　また、各報道機関が円滑な報道取材を行えるよう準備します。
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　大会全般の円滑な運営を確保するため、次の業務を実施します。
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